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る機器の運用から開放され，研究のスピードアッ

プに繋がるとともに，そのPR効果も無視し得な

tlことからも，一考に値するのではないだろうか．
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司会（佐藤）　医学部と工学部が連携する場合，どの

ようにすればよりスムーズに行くとお考えですか．

尾田　色々なタイプの連携が考えられると思います

が，突き詰めるところ人と人との交わりになると思いま

す．まずはお互いに足繁く通tl合い，顔を覚えることか

ら始めるべきではないでしょうか．

司会（佐藤）　人的交流が大事ということですね．ど

うもありがとうござtlます．

2　バイオ特許の事業化について

大坪真也

早稲田大学研究推進部

Commercialization of a Biotechnology Patent

Shinya OHTSUBO

WasedaUniversity Research Collaboration and PromotionCenter

2002年には，3月に「知的戦略会議」発足，7月には「バイオテクノロジー戦略会議」の初会

合が開かれ，12月には「バイオテクノロジー戦略大綱」がまとめられた．我々発明コーディメ

ーターは，これらの国家戦略の基，知的財産の創出とその事業化に取り組んでいる．今回，筆者

等が担当した大学発ベンチャーの設立について報告する．今後とも産学官連携および医工連携

等の異分野連携が大学における知的財産の活用上需要な位置を占めると考える．

キーワード：知的財産本部，大学発ベンチャー，産官学連携，医工連携，nO

は　じめに

大学における知的財産を移転して起業につなげ

ることにつき，経験に基づいてお話をさせていた

だきます．私は1982年から日本ロシュ開発本部

（現：中外製薬）で，抗精神薬，抗生物質，IFN，抗

がん剤などの臨床開発に従事し，1989年からジャ

パンエナジー医薬バイオ研究所（現：住友製薬）

Reprintrequeststo：ShinyaOHTSUBO

55－S－401AdvancedResearChCenterhr

ScienceandEngineeringWaSedaUniverSity

3－4－10kubo，

Shirjukn－ku169－8555Japan

別刷請求先：〒169－8555　新宿区大久保3－4－1

早稲田大学理工学総合研究センター55－S－401

大坪真也



45 4 新潟医学会雑誌 第 1 19 巻 第 8 号 平成 17 年 (2 0 0 5) 8 月

図1 メ ビオ
ー

ル ジ ェ ル の熟可逆ゾル
ー

ゲ ル転移

で
, 医薬品開発 の合弁会社設立 , A R l 阻害剤, 経

口 IF N 誘導剤などの 共同開発, H Ⅳ プロ テ ア
ー ゼ

阻害剤の ライ セ ン ス などに携わ っ てきました . そ

して
, その経験をもと に, 2 00 1 年 に ( 有) メ ディ

ッ ク を設立 し, バ イオ ベ ン チ ャ
ー

の 設立 と運営の

支援, 共同研究の コ ー デ ィネ ー タ ー

, 早稲 田大学

の T L O 支援 などを手がけて い ます .

以下,
T L O 支援に おける経験と バイ オ関連の ベ

ンチ ャ
ー 設立の 事例につ い て報告させ て い ただき

ます.

T L O .に
､
お ける技術移転の経験

早稲田大学 T L O は 1 9 9 9 年 4 別羊承認 T L O と

して発足 しま した . ( 有) メ ディ ッ ク は この 早稲

田大学 T L O の 活動 の 支援を ス タ ー

トさせ まし た

が
,
大学独自の シ ー ズと企業の こ 丁 ズ との マ ッ チ

ン グが なか なか 困難であり, 大学で所有する特許

をただ単に企業 に移転する こと は難しく, 最初か

ら事業化を目指 した共同研究成果の 技術移転を進

める こと が効果的と考えます.

技術移転にt! , 大学 (研究) 側の 問題キ投資家

側の 問題とがあります. 大学 (研究) 側の 問題 と

して は, 起業の 意識が足 りな い , 資金の 調達が難

し い
, もし失敗 したら ･ ･ ･ など ベ ン チ ャ ー 設立

には踏み切れな い風潮がある こと で す. また
, 投

資家側の 問題 と して は, 良 い 研究に 出会う機会 が

少なく, 目利きが で きない , 資金を出すだけでそ

の後 の フ ァ ロ ー

が行 われない , 見返りが期待で き

るの か などベ ンチ ャ ー 設立に信頼感 が持て な い な

どで, な か なか投資をしようと しな い とい う こ と

です.

こ の ような問題 を解決 し, 早稲田大学は大学発

ベ ンチ ャ
ー

1 0 0 社創立を目標に, 20 02 年 1 月に早

稲田大学イ ンキ ュ ベ ー シ ョ ン事業の体制を作り上

げました . また
,
官や 民の M F ( マ ッ チ ン グ フ ァ

ン ド) による共同研究プロ ジ ェ ク トを推進 して い

ます.

早稲田大学イ ンキ ュ ベ ー シ ョ ン事業に つ い て

早稲田大学イ ン キ ュ ベ ー シ ョ ン事業の 大学発ベ

ンチ ャ
ー 支援体制は, 以下 に示す 4 つ の柱 で ある

( 1) 早稲田大学イ ン フ ラ提供, (2) 経営指導, コ

ンサ ル テ ィ ン グ, (3) 資金調達ならびに業務 ･ 技

術提携支援, (4) 外部企業 ･ ベ ンチ ャ
ー 企業との

交流促進からな っ て います.

(1) 早稲田大学イ ン フ ラ提供と して は, 一 早稲田

大学各機関主催の セ ミナや講習会 へ の 参加, 早稲

田大学各機関に よる起業家支援 ( 特許出願, 技術

移転, 経営指導) , イ ンキ ュ ベ ー シ ョ ン嘩設内の オ

フ ィ ス貸与などがあります.
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カテ ー テ ルを介してメビオ ー

ル ジェ ル の 水溶液( 低温)

を注入する

体完でメビオ
ー ル ジェ ル

が同化して血管が閉塞し

癌租 焦が壊死する

図2 異常血管組織の 修復 ( U C L久/ 慈恵会医科大学
_
村山雄 一 )

(2) 経営指導, コ ンサ ル テ ィ ング支援と して は,

イ ン キ ュ ベ ー タ ー マ ネジ ャ などが経営 , 技術, 撹

法, 資金調達方法 など継続的に ア ドバイス を実施

します.

(3) 資金調達ならびに業務 ･ 技術提携支援で は
,

ベ ンチ ャ
ー

キ ャ ピタ ル 各社と の マ ッ チ ン グ
,
資金

調達要請などを支援します.

こ の ような ベ ンチ ャ
ー の起業家を支援する体制

整備 を行う こ と によ っ て , 2 003 年 7 月末現在 で

5 1 社の ベ ンチ ャ ー 企業が発足 しま した .

ベ ンチャ ー 設立の 事例

バイオテ ク ノ ロ ジ ー

に関する ベ ンチ ャ ー 設立の

事例と して , (1) 教授設立型 の メ ビオ
ー ル (樵)

,

( 2) 技術協力型 の ジ
ー ン ワ

ー ル ド (秩) , -(3) 資

金提供型の ( 秩) オ キ シ ジ ェ ニ ッ ク の 3.例に
つ t11

て報告します.

1 .
メ ビオ ー ル (秩)

メ ビオ
ー ル ( 樵) の 事業は, メ ディ カル バ イ オ

分野, ア グリ バ イオ分野 ,･ 環境分野 か ら なづ て お

り, 生命体と マ テ リア ル との 相互作用を軸に独自

の マ テ リア ルを開発しようとするものであります.

一

事例 と して , 熟転移性の メ ビオ
ー ル ジ ェ ル を

医療分野に 応用した事例を紹介する. メ ビオ ー ル

ジ ェ ル は, 囲 1 に示 すように, あ る温度 で ゾ ル状

態 か らゲル状態 に転移する物質で す.

こ の ような特性をもつ メ ビオ ー ル ジ ェ ル をが ん

治療 に応用 した例を図 2 に示 します.

こ の 研究 は U CI A と東京慈恵会医科 大学 の 村

山先生 との 共同研究の 成果ですが , がん細胞が増

殖 して い る部分の新生血管にカテ ー テ ルを通 して

ゾル状態の メ ビオ
ー ル ジ ェ ル を注入 して, しばら

くすると体温で ジ ェ ル の温度が上昇しゲル化する

こ とに より, 血管が閉塞 して酸素の 供給が断たれ,

がん細胞を壊死させる とい う治療法で す.

2 . ジ ー ン ワ ー ル ド (秩)

ジ ー ン ワ ー ル ド (秩) は, ポス トゲ ノ ム研究に

必要な横器や試薬の 開発, 受託探索業務 などを手

が ける ベ ンチ ャ
ー で す. 早稲田大学理工学部 の シ

ー ズ を事業化するこ とを目的と して い ます. 私自

身も取締役と.して 参画 して
い ます. 現在, 特定の

細胞を効率よく分離する セ ル ソ 一 夕 - ( 細胞分離

機) の 開発を行 っ て い ます.

こ の セ ル ソ 一 夕 一 にも前述の熱感受性ハ イ ドロ

ゲ ル を使用して おります . 蛍光 ビ
ー ズを使っ た実

簾 で は,` 蛍光を検出して
,
か らばば¢. 芦秒で ソ

ー

テ

ィ ン グが完了する こと
-
が確認されました .

3 . ( 秩) オキシジェ ニ ツ クス,

( 樵) オキシ ジ ェ ニ ッ ク ス は, 早稲田大学工学稔
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合研究セ ン タ
ー

と慶鷹義塾大学医学部 により設立

された医工連携の 大学発 ベ ン チ ャ ー です. こ の 企

業の 目標 とすると こ ろは, 早稲田大学と慶磨義塾

大学 とで長年取り組ん で きた人工赤血球 (人工酸

素運搬体) の 実用化と, 早稲田大学の 分子集合科

学技術による新規製剤設計と慶磨義塾大学の バ イ

オ ･ イ メ ー ジ ン グ技術とを融合して , 革新的なナ

ノ ドラ ッ グ デリ バ リ ー の 開発を行う こと で す. こ

の企業は 2 00 2 年に設立 され, 事業化を進め て い

るところです.

バ イ オ分野 で の ベ ン チ ャ ー 企業設立 につ い て ,

早稲田大学の 事例を紹介しました が, ベ ンチ ャ
ー

設立 , 技術移転 などには , 必 ずしも優れた研究や

技術が企業 化 に結び つ く と は限 らな い と い えま

す.

ユ ニ ー

ク な技術と, 資金 や経営面で も, 多く

の 支援を得な がら立ち上げてゆ けるような環境整

備がもっ とも重要であります.

司会 (佐藤) 先生 が最終 的に フ ァ ン ドを立ち上 げ

つ つ コ ー デ ィ ネ ー タ ー をすると い うと こ ろに行き着い

た背景には
,
研究と特許を完全に分業すると い う考 えが

おありとい うこ とな の で し ょうか .

大坪 大学で研究されて い る先生方は
,
論文を発表さ

れてそれでお しま い と い うケ ー ス が ほ とんどです. 我 々

の ような技術がな い もの でも
,
先生方の考えを貸 して い

た だ い て それを産業化で きな い も の か と い う の が始ま

りです. こう した考えを大手企業に話したと こ ろ
,
企業

でも産業化で き る ア イ デ ィ ア が欲しい が論文で発表さ

れた段階の もの で は手が出せ な い と の こ とで した . そ こ

で
, 研究発表されたテ ー マ と大手企業の 間を取り持つ こ

とで産業化の お手伝い がで き る の では と考えた わけで

す .

司会 (佐藤) 大学と企業 との 橋渡しの 投目をする

と い う こ とですね . どうもありが とうござい ま した .

遺伝 子治療研 究の過程で特許出願 に至 っ た私の経験

塙 晴雄

新潟大学大学院医歯学総合研究科

器官制御医学講座循環器分野

M y E x p e ri e n c e o f A p p lyi n g f o r a P a t e n t i n P r o e e s 5 0 f

R e s e a r c h f o r G e n e T h e r a p y

H a r u o H A N A W A

N )
'

)
'

g at a U n L
'

v e r sl
'

伊 G r a d u at e S ch o ol of

M e d L
'

c al a n d D e n t al S c7
'

e n c e s

D e p a 血 eL7t Of C a t dL
'

0 帽 S C ula r a n d VL
'

t al C o n b 1 01

D e一q
'

s)
I

o n of C a tld L
'

01 oB Y

R e p ri n t r e q u e st s t o : H a ru o H A N A W A

D e vi si o n of C a r di olo g y

D e p a rt m e nt of C a rdio v a s c u la r a n d Vital C o nt r oI

N iig at a U n i v e r sity G r a d u at e S ch o ol of

M edic al a n d D e n t al S cie n c e s

1 - 7 54 A s abi m a cbi - d o ri ,

N iig at a 9 51 - 8 51 0 J ap a n

別刷請求先 : 〒 951 - 8 51 0 新潟市旭町通り 1 - 75 4

新潟大学大学院医歯学総合研究科器官制御医学講座

循環器分野 塙 晴 雄




